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表紙写真の詳細は５～７ページに

　
石
川
教
区
鳳
珠
組
　
松

し
ょ
う
こ
う岡
寺じ

住
職
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

災
害
支
援
初
日
に
被
災
さ
れ
た
松
岡
寺
（
波
佐
谷
真

充
住
職
）
を
た
ず
ね
た
。
松
岡
寺
は
珠
洲
市
の
高
台
に

位
置
し
、
宝
徳
３(

１
４
５
１)

年
、
蓮
如
上
人
開
基

と
伝
わ
る
。
そ
の
本
堂
は
西
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
と
同
規

模(

二
十
四
間
四
方)

で
、
初
め
て
訪
れ
た
私
は
海
に

面
し
た
岬
の
様
な
所
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
阿
弥
陀
堂

に
驚
い
た
。

 

「
石
川
は
２
０
０
７
年
に
も
地
震
が
発
生
し
、
当
時
も

多
く
の
寺
院
が
被
災
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か

立
ち
直
ろ
う
と
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。
中
に
は
多
く
の

借
金
を
し
て
、
伽
藍
を
再
建
し
た
寺
院
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
が
、
こ
こ
へ
来
て
更
な
る
被
害
。
も
う
精

魂
尽
き
果
て
て
し
ま
う
よ
う
な
心
境
で
す
。
私
の
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
松
岡
寺
は
蓮
如
上
人
が
開
か
れ
て
、

三
男
兼
祐(

連
綱)

に
寺
を
譲
ら
れ
、
私
で
第
22
代
に

な
り
ま
す
。 

今
回
、
幸
い
に
本
堂
は
無
事
で
し
た
が

会
館
、
山
門
、
参
道
と
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
石
川
の
地
は
大
変
に
お
念
仏
の
信
心
の
深
い
と

こ
ろ
な
の
で
、
今
回
も
ご
門
徒
方
と
励
ま
し
合
い
乗
り

切
っ
て
行
こ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
も
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て

過
疎
化
の
波
は 

留
ま
る
事
を
知
り
ま
せ
ん
。 

　

今
は
ま
だ
何
と
か
な
っ
た
と
し
て
も
10
年
後
に
は

今
、
支
え
て
く
だ
さ
る
人
達
も
歳
を
重
ね
、 

町
に
は
若

者
の
姿
は
無
く
な
る
と
す
れ
ば
不
安
が
尽
き
ま
せ
ん

が
、
私
の
代
で
出
来
る
事
を
探
り
な
が
ら
前
を
向
い
て

進
ん
で
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。」 

支援の継続を　　復興まで　
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島
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芦
田
組
（
立
神
義
昭
組
長
）
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
と
第
50
回
芦
田
組
仏
教
婦
人
大
会
が
11
月
25
日

（
土
）、
府
中
市
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
営
ま
れ
、
７
０
０
名
を
超
え
る
僧

侶
や
門
信
徒
が
参
拝
し
た
。
組
内
坊
守
・
仏
婦
会
員
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

た
〝
お
供
物
〟
と
〝
蓮
の
灯
〟
で
彩
ら
れ
た
舞
台
で
、
宗
祖
讃
仰
作
法
音

楽
法
要
を
お
勤
め
。　

記
念
法
話
に
は
龍
谷
大
学
准
教
授
・
本
願
寺
派
司

教
の
井
上
見
淳
先
生
が
「
そ
の
ま
ま
の
救
い
―
聖
人
一
流
の
世
界
―
」
と

■一般寺院における法要記念品（御扱品）について
一般寺院における親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要
ご修行に際しては、申請により記念品が交付されます。

【記念品について】
寺　院：総長挨拶状
　　　　慶祝記念品「壁掛け電波時計」
　　　　　　　　　　　（直径 307mm）

参拝者：参拝記念品
　　　　「マグネットシート」（2 枚 1 組）

※記念品交付は、本年（令和６年）12 月までに
　法要ご修行の場合となります。
※申請書には「参拝記念品交付希望数」を必ず
　記入してください。

【申請について】
　組長を経由して、「法要慶祝御扱交付申請書」を
　法要修行の２か月前までに教務所まで提出ください。

※申請書は宗派 HP よりダウンロード可能です。
　パソコンからの印刷が難しい場合には、
　備後教区教務所へお問合せください。

 
芦
田
組
慶
讃
法
要

題
し
て
、
仏
縁
の
尊
さ
を
話
し
た
。
ま
た
記
念
行
事
と
し
て

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
、
続
い
て
姜 

暁
艶
さ
ん
に
よ
る
二
胡

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
雅
楽
と
の
共
演
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
井
上

先
生
が
再
び
登
場
し
、歌
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
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２
月
13
日
（
火
）、
御
調
東
組
照
源
寺
（
久
本
晃
道
住
職
）
門
徒
会

館
を
会
場
に
、
備
後
教
区
僧
侶
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
数
年
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
、
リ
モ
ー
ト
講
義
、
ま
た
は
半
日
日
程
で
の
開

催
等
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
の
実
施
だ
っ
た
が
今
年
は
通
常
通

り
、
午
前
、
午
後
を
通
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
員
）

お
寺
さ
ん
は
二
極
化
が
顕
著
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
有
用
性
を

早
く
か
ら
理
解
し
て
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
人
と
、
一
方
で
、
私
の
様
に

そ
の
便
利
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
な
か
な

か
頭
が
固
く
て
使
い
こ
な
せ
て
い
な

い
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、「
や
っ
ぱ

り
デ
ジ
タ
ル
に
は
温
か
み
が
な
い
。
人

と
の
触
れ
合
い
は
ア
ナ
ロ
グ
が
基
本
」

な
ど
と
、の
た
ま
う
人
間
。
そ
ん
な
中
、

先
生
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ツ
ー
ル
の
有
用

性
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
ひ
と
く
ち

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
言
っ
て
も
、
そ
の
特
徴
か

ら
大
き
く
分
け
て
、
待
ち
型(

Ｐ
Ｕ
Ｌ

Ｌ)

、
攻
め
型(

Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ)

に
分
類

さ
れ
、
そ
の
中
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
左
記

（
図
）
等
の
特
徴
、
利
点
を
上
げ
つ
つ

丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

午
前
中
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

講
義
と
言
え
よ
う
か
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ(

ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス)

を

使
っ
て
の
寺
院
興
隆
や
ご
門
徒
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
云
う
内

容
だ
。
そ
し
て
数
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の

中
で
も
、
講
師
の
池
田
唯
信
先
生
は
「
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
用
い
て
の
発
信
に
特
化

し
て
お
薦
め
く
だ
さ
っ
た
。 

か
れ
こ
れ

10
年
近
く
前
で
あ
ろ
う
か
？
、
拙
寺
組
内

の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
詳
し
い
後
輩
が
い

ち
早
く
、
こ
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
設
立
し
て
、
寺
院
活
動
の
ア
ピ
ー
ル

や
若
い
人
達
に
お
寺
に
親
し
み
を
持
っ
て

A: 待ち型 (PULL): 代表例 /
　Facebook、YouTube、
　instagram、X( 旧 Twitter) 等
B: 攻め型 (PUSH): 代表例 /
 　LINE、メールマガジン等

＜ LINE の特徴＞
① 9600 万人以上のユーザー
②開封率 60% 以上
③見させる ( 攻める ) 事が可能
④ユーザーとの関係性を深める
　のに効果的
⑤無料からスタート出来る

貰
お
う
と
活
用
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
実
際
に

有
意
義
な
結
果
を
残
し
て
い
る
と
も
聞
く
。
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
デ
ジ
タ

ル
と
聞
く
と
真
っ
先
に
苦
手
意
識
が
先
立
っ
て
し
ま
う
私
は
、
興
味
が
あ

り
な
が
ら
ズ
ル
ズ
ル
と
今
日
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
。周
り
を
見
渡
し
て
も
、

　

…
と
、
こ
こ
ま
で
聞
い
て
非
常
に
有

用
な
事
は
理
解
し
た
が
、
や
は
り
具
体

的
に
は
ど
う
活
用
す
べ
き
な
の
か
が
分

か
ら
な
い
と
言
っ
た
参
加
者
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。(

私
も
そ
の

ひ
と
り)

。
つ
ま
り
は
、
こ
う
言
っ
た

ツ
ー
ル
は
、
結
局
は
月
並
み
な
が
ら
、

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
い
う
事
な
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、(

意
外
と
言
っ
た

ら
失
礼
な
が
ら)

当
日
は
年
配
の
方
の

ご
参
加
も
多
く
、
皆
一
様
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
心
中
に
は

今
後
の
お
寺
の
在
り
方
、
布
教
法
の
是

非
を
問
う
思
い
の
あ
る
事
は
間
違
い
な

い
。
ま
た
、
先
生
は
当
日
の
説
明
の
み

な
ら
ず
、
ご
自
身
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
、
継
続

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
る
。「
習

う
よ
り
慣
れ
ろ
→
何
度
も
手
を
動
か
し

て
実
践
せ
よ
」
と
フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
万

全
な
の
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

時
代
に
即
し
た
寺
院
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
法
を
学
ば
せ
て
頂
き
た
い
と
思

う
。
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午
後
か
ら
は
本
願
寺
勧
学
深
川
宣
暢

先
生
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

先
ず
、「
領
解
文
」
と
は
、
大
谷
派

で
は
「
改
悔
文(

か
い
げ
も
ん)

」
と

も
称
さ
れ
、
僧
侶
・
門
信
徒
が
浄
土

真
宗
の
救
い
を
う
け
た
信
心
の
理
解

を
口
に
出
し
て
述
べ
る
よ
う
に
、
本

願
寺
第
８
代
の
宗
主
・
蓮
如
上
人
が

作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
文
章
で
あ
る
と

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
領
解

と
は
あ
く
ま
で
、真
宗
の
「
真
実
信
心
」

を
衆
生(

私)

の
上
で
語
る
こ
と
と
示

さ
れ
た
。

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
約
仏
・
約
法

(

如
来
の
側)

か
ら
語
れ
ば
そ
の
お
は

た
ら
き
は
救
済
で
あ
り
、
約
生
・
約

機(

衆
生
の
側)

か
ら
い
う
と
領
解(

安

心)

と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
救
い
の
あ

り
さ
ま
を
如
来
側
で
は
「
摂
取
不
捨
」、

衆
生
側
で
は
「
仏
恩
報
謝
」
と
頂
く

べ
き
で
あ
る
と
も
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

今
回
先
生
は
浄
土
真
宗
の
立
教
開
宗

と
『
教
行
信
証
』
の
教
義
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
お
話
し
く
だ
さ
り
、
そ

れ
故
に
講
義
内
容
は
な
か
な
か
難
し

く
浅
学
の
我
が
身
に
は
厳
し
い
も
の

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
お
話
を
改
め
て
思

い
返
し
て
み
る
と
、
宗
祖
に
は
そ
も

そ
も
開
宗
の
ご
意
図
は
な
か
っ
た
事

を
『
源
空
讃
』
よ
り
紐
解
い
て
く
だ

さ
り
、「
仏
道
は
弟
子
道
」
を
宗
祖
自

ら
実
践
し
、『
教
行
信
証
』
は
法
然
聖

人
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
大
論

証
の
書
に
他
な
ら
な
い
と
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

基
本
的
な
事
だ
が
、
こ
れ
は
宗
祖

の
生
涯
を
貫
く
姿
勢
で
あ
り
、
非
常

に
大
切
な
事
と
学
ば
せ
て
頂
い
た
。

　

ま
た
、
い
つ
も
な
が
ら
先
生
の
比

喩
は
非
常
に
的
を
得
て
分
か
り
や
す

く
、「
領
解
」
の
表
現
に
触
れ
て
、

　

 

「〝
こ
ほ
り(

氷
＝
煩
悩)

お
お
き

に
水(

＝
救
い
、
悟
り)

お
お
し
〟
の

　　深川宣暢先生
本願寺派勧学 / 龍谷大学名誉教授
山口教区大津東組　西念寺住職

和
讃
も
あ
る
が
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て

の
通
り
、
氷
も
水
も
湯
気
も
化
学
式

は
『
Ｈ
２

０
』
で
あ
る
事
は
明
白
で

す
。
し
か
し
、
物
質
と
し
て
の
状
態

は
異
な
る
。『
領
解
』
と
は
あ
く
ま
で

我
々
の
頂
き
方
の
姿
の
問
題
で
す
。

私
達
は
今
、
煩
悩
を
抱
え
た
ま
ま
に

ご
縁
を
頂
き
仏
と
成
っ
て
往
く
人
生

を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
私
達

に
名
号
と
な
っ
て
何
時
で
も
何
処
で

も
既
に
届
い
て
く
だ
さ
る
如
来
さ
ま

で
す
。」

と
力
強
く
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
最
後
に
備
龍
会
発

行
の「
お
聴
聞
手
帖
」を
手
に
取
っ
て
、

　
「
こ
れ
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
非
常

に
優
れ
た
出
来
栄
え
で
す
な
。
頁
末

の
『
領
解
文
』
の
解
釈
が
、
こ
れ
ま

た
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
で
良
い
の
で

す
。
備
龍
会
、
な
か
な
か
や
る
な
！

　

と
見
直
し
ま
し
た
。
単
に
集
ま
っ

て
酒
を
呑
む
だ
け
の
会
で
は
無
い
ん

で
す
な
。」

と
言
っ
て
笑
わ
せ
て
も
く
だ
さ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
午
前
、
午
後
の
ご
講
義
併

せ
て
非
常
に
有
意
義
な
一
日
と
な
っ

た
。
部
会
の
方
々
、
会
所
寺
院
の
皆

僧
侶
研
修
会    

様
に
も
深
く
感
謝
を
表
し
た
い
。

午
後
の
部
「
真
宗
の
信
心
・
安
心
と
領
解
」



2024( 令和 6）年 3月 31 日　　　　(5)

　

令
和
６
年
元
日
16
時
10
分
、
石
川
県
能
登
半
島
沖
で
Ｍ
7.6
の
地
震
が
発
生
し

た
。こ
れ
を
受
け
て
１
月
６
日
に
は
、本
派
石
川
教
区
金
沢
別
院(

通
称
西
別
院)

内
に
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
備
後
教
区
で
も
緊
急
に
災
害
委
員

会
を
開
催
。
被
災
教
区
に
対
す
る
見
舞
い
金
交
付
を
決
定
。
１
月
下
旬
に
備
龍

会
が
支
援
物
資
を
募
り
発
送
。
３
月
に
は
「
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
び
ん
ご
」
も
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
行
わ
れ
た
。
そ
の
間
、
教
区
２
回
目
の
災
害
対
策
委
員

会
を
経
た
頃
、
私
は
単
身
で
の
支
援
を
思
い
立
ち
現
地
に
向
か
っ
た
。
そ
の
様

子
を
後
続
の
た
め
に
レ
ポ
ー
ト
す
る
。（
教
区
報
専
門
委
員
・
松
井
一
昭
）

　
備
後
か
ら
金
沢
別
院
へ

　

自
家
用
車
で
出
発
。
新
幹
線
と
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
を
乗
り
継
い
で
行
く
方
法

も
あ
っ
た
が
、
後
進
が
数
名
車
に
乗
り

合
わ
せ
て
今
後
支
援
入
り
す
る
事
を
考

え
て
、
そ
の
参
考
に
な
れ
ば
と
敢
え

て
車
で
の
移
動
を
選
択
し
た
。

　

第
１
日　

２
月
16
日
（
金
）

　

９
時　

福
山
を
出
発

　
　
　
　

山
陽
道　

福
山
東
Ｉ
Ｃ
→

　
　
　
　

若
狭
舞
鶴
道
経
由
→

　
　
　
　

北
陸
道　

金
沢
西
Ｉ
Ｃ
→

　

15
時　

金
沢
別
院
に
到
着

　
　
　
　
　
（
料
金
１
万
３
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
６
時
間
）　

石
川
県
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援 

最
前
線
よ
り 

　

前
も
っ
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た

安
芸
教
区
職
員
で
災
害
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
坂
山
氏
と
合
流
。
18
時
か
ら
の

セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す

る
。
宿
泊
は
別
院
内
、
貸
し
出
し
の
寝

具
で
皆
に
混
ざ
っ
て
就
寝
。
川
井
セ
ン

タ
ー
長
の
「
緊

急
時
に
備
え

て
テ
レ
ビ
は
点

け
っ
放
し
で
」

の
一
言
で
一
瞬

に
し
て
緊
張
感

が
高
ま
り
、
結

局
一
睡
も
出
来

ず
に
朝
を
迎
え

る
。 

　
半
島
縦
断
、
松
岡
寺
へ

　

第
２
日　

２
月
17
日
（
土
）

　

６
時
15
分　

金
沢
別
院　

発

　
　
　
　
　

能
登
町　

高
源
寺　

経
由

　

10
時　
　

能
登
町　

松
岡
寺　

着

　
　
　
　
　

会
館
内
の
畳
撤
去
、　

　
　
　
　
　

山
門
解
体
、

　
　
　
　
　

撤
去
作
業
に
従
事

　

14
時
半　

松
岡
寺　

発

　

18
時　
　

金
沢
別
院　

着

　
支
援
物
資
の
搬
送

　

３
日
目
、
金
沢
別
院
を
出
発
し
、
能

登
町
の
斉
和
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

（
以
下　

斉
和
コ
ミ
）
へ
支
援
物
資
を

搬
送
す
る
。
現
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
可

能
と
な
っ
た
が
、
未
だ
道
路
状
況
も
悪

く
、
各
所
で
渋
滞
が
発
生
し
、
時
間
的

ロ
ス
も
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

第
３
日　

２
月
18
日(

日)

　

８
時　
　

金
沢
別
院　

発
→

　

10
時
半　

斉
和
コ
ミ　

着

　

12
時　
　

斉
和
コ
ミ　

発
→

　

14
時
半　

別
院　

着　

　
　
　
　
　

物
資
の
仕
分
け
、

　
　
　
　
　

救
援
車
の
洗
車
、

　
　
　
　
　

別
院
の
清
掃
作
業

　

17
時　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後　

解
散

▲  支援センターの移動式簡易トイレ
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浄
土
真
宗
が
盛
ん
な
地

　

北
陸
三
県
は
浄
土
真
宗
の
盛
ん
な
地
域
と
さ
れ
、
石
川
県
だ

け
で
も
大
谷
派
８
０
６
ヵ
寺
、
本
派
９
８
ヵ
寺
を
数
え
る
ほ
ど

真
宗
寺
院
が
多
い
。
今
回
の
地
震
で
そ
の
殆
ど
の
寺
院
が
被
災

し
た
。
私
が
関
わ
っ
た
の
は
そ
の
僅
か
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

　

第
６
日
目
、
２
月
21
日
（
水
）、
土
砂
降
り
の
雨
の
な
か
、

　

某
雑
誌
カ
メ
ラ
マ
ン
と
一
緒
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら

う
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
規

制
線
が
解
か
れ
た
の
は
、
つ
い
一

 

　
能
登
島
　
浄
尊
寺
へ 

　
　

昨
夕
か
ら
降
り
続
く
雨
の
中
、 

　

築
地
本
願
寺
、
西
本
願
寺
か
ら
の

　

職
員
方
数
名
と
チ
ー
ム
を
組
む
。

　
　

第
５
日　

２
月
20
日
（
火
）

　

７
時　

金
沢
別
院
発
→

　

９
時
半　

浄
尊
寺　

着

　

瓦
礫
撤
去
、
山
門
運
搬
等
に
従
事

　

15
時
半　

浄
尊
寺　

発
→

　

18
時　

金
沢
別
院　

着

昨
日
で
そ
れ
ま
で
は
現
場
に
踏
み

込
む
事
が
出
来
な
か
っ
た
そ
う
。

　

思
わ
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
の

も
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
る
と
５
階
建
て

の
廃
墟
ビ
ル
か
ら
大
き
な
窓
ガ
ラ

ス
が
落
下
。
咄
嗟
に
飛
び
退
い
て

事
な
き
を
得
た
が
、
危
う
く
大
ケ

ガ
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
現
場

で
は
常
に
危
険
が
つ
き
ま
と
う
。

　

帰
路
は
七
尾
市
を
経
由
し
て
、

18
時
に
別
院
着

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
帰
路
に
つ
い
た
。

　

一
気
に
緊
張
が
解
け
た
の
か
、
体
調
が
悪
く
な
る
。
何
度
も

Ｓ
Ａ
で
仮
眠
を
と
り
な
が
ら
、
や
っ
と
の
思
い
で
帰
還
。

　

７
時
に
別
院
を
出
発
し
、
18
時
に
福
山
の
自
宅
に
着
い
た
。

　

往
路
は
６
時
間
だ
っ
た
が
、
帰
路
は
11
時
間
掛
か
っ
た
。

　

鈍に
び
い
ろ色

の
海
を
見
つ
め
な
が
ら

　

遂
に
帰
路
に
着
い
た
私
は
、 

土
砂
降

り
の
中
、
荒
々
し
い
波
が
寄
せ
る
日
本

海
を
横
目
に
ひ
た
す
ら
車
を
走
ら
せ

た
。
こ
の
景
色
を
祖
師
も
蓮
師
も
何
度

も
眺
め
ら
れ
た
事
だ
ろ
う
。
特
に
親
鸞

さ
ま
は
、
こ
の
海
の
雄
大
さ
を
阿
弥
陀

さ
ま
の
大
い
な
る
慈
悲
に
譬
え
て
、『
正

信
偈
』
中
に
示
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
し

て
、
松
岡
寺
の
ご
住
職
の
言

葉
は
重
か
っ
た
。
そ
の
眼
は

遠
く
海
を
見
つ
め
て
お
ら
れ

た
様
だ
っ
た
。
今
回
、
学
ん

だ
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
寺

院
存
続
の
大
危
機
と
言
わ
れ

る
時
代
に
お
い
て
、
伽
藍
や

仏
具
の
損
壊
は
そ
の
第
二
番

目
の
課
題
だ
と
言
う
事
。
一

番
の
課
題
は
、
人
…
。
特
に

若
い
世
代
に
お
念
仏
の
救
い
が
伝
わ
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
で
は
な
か
ろ
う

か
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
下
さ
っ

た
松
岡
寺
の
波
佐
谷
住
職
も
未
来
、
次

の
世
代
の
事
を
考
え
る
と
そ
の
声
は
曇

り
が
ち
だ
っ
た
様
に
思
う
。こ
の
事
は
、

今
回
の
被
災
地
石
川
教
区
他
近
隣
地
域

だ
け
の
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。
若
い
世

代
に
今
、何
か
を
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
。

　

輪
島
市
単
独
取
材 

　

第
４
日　

２
月
19
日
（
月
）

　

単
独
で
取
材
活
動

　

輪
島
市
朝
市　

焼
失
跡
地
へ 

　
　

７
時　

金
沢
別
院　

発
→

　
　

11
時　

輪
島
市　

着　

　

そ
の
現
状
に
言
葉
を
失
う
。

   浄尊寺の作業

松岡寺
斉和

輪島 

浄尊寺

　本願寺金沢別院
　（災害支援センター）❶

❷❸
❹

❺
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私
は
、
心
の
中
で
彼
ら
に

深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

　

そ
の
後
、
寺
院
や
、
大
学

の
講
堂
、
或
い
は
老
人
福
祉

施
設
で
の
再
三
の
ご
法
話
の

縁
の
際
に
は
、

　
「
わ
が
町
、
瀬
戸
内
の
本

当
の
復
活
と
は
何
か
？　

落

ち
た
橋
桁
や
倒
れ
た
ビ
ル
、

損
壊
し
た
家
屋
が
修
復
さ

れ
、
人
々
の
暮
ら
し
が
元
に
戻
る

事
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、

こ
の
瀬
戸
内
か
ら
次
に
困
っ
て
い

る
人
達
の
支
援
に
駆
け
つ
け
る
事

が
出
来
た
時
、
初
め
て
瀬
戸
は
復

興
を
遂
げ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
」

と
、
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
。 

　

そ
の
約
束
を
果
た
す
べ
く
今

回
、
先
ず
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
、

備
後
の
先
陣
を
切
ら
せ
て
頂
い

た
。 

可
能
な
ら
ば
、
今
度
は
備

龍
会
の
若
手
や
仏
教
青
年
部
の
仲

間
達
と
一
緒
に
再
度
支
援
活
動
に

赴
き
た
い
。
そ
し
て
、
自
教
区
に

お
い
て
も
今
回
学
ん
だ
事
「
次
な

る
世
代
に
何
を
遺
す
の
か
」
を
伝

え
、
と
も
に
手
を
取
り
合
っ
て
行

き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

 
　   

瀬
戸
の
恩
返
し
と
は
？

　

２
０
１
８
年
の
瀬
戸
内
豪
雨
被
害

時
、
私
は
自
坊
で
営
む
寺
子
屋
塾
生
、

卒
業
生
、
仏
教
青
年
部
の
仲
間
と
連
日

被
災
地(
主
に
三
原
市
本
郷
地
区
、
倉

敷
市
真
備
地
区)
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
従
事
し
た
。
そ
の
時
、
本
当
に

全
国
各
地
か
ら
命
が
け
で
瀬
戸
内
の
た

め
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
多
く
の
人

達
に
お
会
い
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
遠
方

か
ら
、
こ
の
瀬
戸
内
の
支
援
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、
彼
ら
は
口
々
に
、

　
「
我
々
は
か
つ
て
の
被
災
地
か
ら
来

た
の
で
す
。
和
歌
山
、
宮
城
、
東
京
、

熊
本
…
当
時
は
大
変
な
被
害
で
私
達
は

た
だ
震
え
て
縮
こ
ま
っ
て
居
る
し
か
無

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
全
国
か
ら
の
支

援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
ど

れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
時
、
心
に
決
め
て
い
た

の
で
す
。
今
は
何
も
出
来
ず
、
助
け
て

頂
く
ば
か
り
だ
け
ど
、
今
後
我
が
町
が

元
気
を
取
り
戻
し
た
ら
、
そ
の
時
は
何

処
か
お
困
り
の
地
が
あ
れ
ば
、
真
っ
先

に
駆
け
つ
け
よ
う
と
…
。
そ
し
て
、
今

日
が
そ
の
日
な
の
で
す
」
と
。

 

最
後
に

　

宗
派
を
は
じ
め
石
川
教
区
現
地
本
部
（
中
村

祐
順
本
部
長
）、
現
地
本
部
や
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
の
ご
苦
労
に
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。
私
が
現
地
入
り
し
た
時
に
は
、
ほ
ぼ
本
派

寺
院
の
被
害
全
容
と
ア
ク
セ
ス
状
況
が
把
握
さ

れ
、
支
援
物
資
の
配
送(

初
期
必
要
分)

も
ほ

ぼ
完
了
し
た
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
当
に
初
期
の
段
階
で
は
何
も
情
報
が
無
く
、

余
震
も
頻
発
す
る
中
で
の
手
探
り
で
の
活
動
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
私

が
参
加
し
た
間
に
も
、
全
国
か
ら
僧
侶
以
外
の

一
般
の
方
々
が
別
院
の
支
援
チ
ー
ム
に
申
し
込

ま
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
勤
し
ん
で
お
ら
れ
た
。

最
早
若
い
と
は
言
え
な
い
私
よ
り
も
、
更
に
年

長
の
人
達
だ
っ
た
。
僧
侶
も
一
般
の
人
も
垣
根

を
超
え
て
の
活
動
。
彼
ら
の
ご
無
事
を
念
じ
な

が
ら
、
ペ
ン
を
置
く
事
に
す
る
。

　 支援センターの様子
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新
た
に
認
定
さ
れ
た
関
係
学
校

卒
業
者
（
※
１
）

得度講習会免除　得度考査免除

（※ 1）
　大学＝武蔵野大学、相愛大学、筑紫女学園大学、九州龍谷短期大学
　高等学校＝旭川龍谷高等学校、札幌龍谷学園高等学校、
　　　　　　相愛高等学校、龍谷大学付属平安高等学校、　
　　　　　　崇徳高等学校、敬愛高等学校、龍谷高等学校

卒業後出願可能（卒業年次の仮出願も可）

免除の有効期限は卒業した日から３年間

新
た
に
認
定
さ
れ
た
仏
教
学
院

卒
業
者
・
在
学
者
（
※
２
）

通
信
教
育
専
修
課
程
（
３
年
間
）

卒
業
者
含
む

（※２）
中央仏教学院、東京仏教学院、行信教校、広島仏教学院

在学中出願可能
（通信教育専修課程は、卒業後出願可能）

一　

般

得度講習会（受講義務）

１，宗制の大意
２，仏教の基礎知識
３，法式規範の基礎知識
４，勤式作法の基礎

　得度講習会修了証
　（有効期限３年間）

得
度
審
査
会
に
て
合
否
判
定

得
度
考
査
合
格
証
有
効
期
限
３
年
間
）

不合格者は再度得度考査を
受けます。その際、得度講
習会の講習は任意です。

得度考査合格証が届く
まで、1 ケ月かかります。

得度習礼・得度式（西山別院）までの流れ

　２０２０年度より、得度の手続きが変更となりました。得度を希望される
方は、流れを把握し、早めに必要書類を整えられるようにしてください。
　なお、２０２０年度以前に得度習礼を受ける資格を取得されている方は、
特例措置がありますので教務所に確認してください。

得
度
習
礼
・
得
度
式

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

得度講習会免除　得度考査免除

免除の有効期限は卒業した日から３年間

得
度
習
礼
・
得
度
式

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

得
度
習
礼
・
得
度
式

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

得
度
考
査

得度考査（受験義務）
（1）筆記
　１，宗制の大意
　２，仏教の基礎知識
　３，法式規範の基礎知識

（2）実演
　１，正信偈和讃
　２，御文章
　３，被着法（黒衣・五条袈裟）

（3）口述
　・得度習礼及び得度式に臨む　　
  　  意志等について

・得度講習会は、宗務所では年６回以上開催
・教務所では毎年１回以上開催
・期間は３日間または 2 泊 3 日程度
詳細は教務所にお尋ねください。定員になり次第、募集は
締め切られます。近年では早くに定員になる傾向がありま
すので、早めに書類を整えられますようお願いいたします。
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12
月
４
日
（
月
）、
憲
法
問
題
を
考
え
る
研
究
会
を
本
願
寺
備

後
教
堂
に
て
開
催
し
た
。
講
師
に
は
、
自
然
農
家
・
Ｖ
Ｆ
Ｐ
ジ
ャ

パ
ン
共
同
代
表
の
形
川
健
一
先
生
を
お
招
き
し
、「
元
自
衛
官
が

見
た
南
西
諸
島
と
西
日
本
各
地
の
現
状
～
日
本
国
憲
法
の
上
に
あ

る
日
米
地
位
協
定
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
き
、
21
名
が
憲

法
問
題
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

12
月
２
日
（
土
）、
寺
族

婦
人
会
連
盟
（
龍
華
佳
穂
委

員
長
）
主
催
に
て
、「
お
寺

の
子
ど
も
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
、
こ
ど
も
17
名
を
含
む

32
名
が
参
加
し
た
。

　

午
前
中
は
供
物
作
り
と
し

て
蓮
の
花
の
灯
明
を
作
成

し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
の
午

後
か
ら
は
、
参
加
の
子
ど
も

た
ち
が
自
身
で
作
っ
た
蓮
の

花
を
尊
前
に
お
供
え
し
、
子

ど
も
報
恩
講
を
お
勤
め
し

た
。

　

代
表
出
勤
の
子
ど
も
た
ち

　

第
５
回
の
人
権
に
関
す
る
連
続
研
修
は
、「
宗
門
の

歴
史
と
部
落
差
別
」。
基
礎
的
な
知
識
の
確
認
と
い
う
こ

と
で
、
歴
史
的
課
題
に
つ
い
て
起
源
論
か
ら
社
会
意
識

の
変
遷
を
客
観
的
に
た
ど
っ
て
ゆ
き
、
部
落
差
別
と
宗

門
と
の
関
係
を
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
に
は
、「
現
在
も

な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
と
第
一
条
に
あ
り
ま
す
。
今
な
お
差
別
が
存
在

す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
黙
っ
て

解
消
す
る
問
題
で
は
な
く
、
学
び
意
識
的
に
差
別
を
や

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

私
は
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
無
意
識
に

刷
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
で
、
時
に
浮
か
ぶ
感
情
は
誤
っ

て
い
る
の
だ
と
自
身
の
持
つ
差
別
心
を
認
知
し
自
覚
的

に
否
定
す
る
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
学
ぶ
の
か
、
な
ぜ
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
と
い
う
問
い
の
答
え
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
的
に
部
落
差
別
を
利
用
し
て
き
た
宗

門
の
歴
史
も
踏
ま
え
れ
ば
、
今
な
お
表
出
す
る
差
別
の

問
題
へ
も
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
一
緒
に
自
分
の
暗
闇
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
９
日
（
金
）
開
催
～

新
し
い
時
代
の
念
仏
者
養
成
の
た
め
の

 
人
権
に
関
す
る
連
続
研
修

　
　
　
　
　

  （
養
成
研　

第
５
回
）

教
区
月
報
12
月
～
３
月

　

12
月
（Decem

ber

）

２
日　

子
ど
も
報
恩
講

４
日　

同
朋
社
会
部
会

　
　
　

憲
法
問
題
に
関
す
る
研
究
会

６
日　

新
し
い
領
解
文
に
学
ぶ
学
習
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

15
日　

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委

18
日　

組
長
会

19
日　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

23
日　

仏
壮
理
事
会

　

   　

 

仏
青
美
化
美
化
部

　　

令
和
６
年　

１
月
（January

）

10
日　

参
与
会
幹
事
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

門
推
三
役
会

15
日　

災
害
対
策
委
員
会

18
日　

門
信
徒
部
会

19
日　

同
朋
社
会
部
会

22
日　

青
年
布
教
大
会
・
青
年
布
教
使
研
修

23
日　

門
推
世
話
人
会

　
　
　

広
報
伝
道
部
会

　
　
　

蓮
の
実
委
員
会

25
日　

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委

26
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

27
日　

ビ
ハ
ー
ラ
全
国
集
会
（
～
28
日
）

29
日　

人
権
問
題
現
地
学
習
会

31
日　

布
教
団
役
員
会

憲
法
問
題
を
考
え
る
研
究
会

子
ど
も
報
恩
講 「
お
寺
の
子
ど
も
の
つ
ど
い
」

は
一
様
に
緊
張
し
た
表
情
で
あ
っ
た
が
、
法
要
が
は
じ
ま
る
と
、

皆
大
き
な
声
で
ら
い
は
い
の
う
た
を
お
勤
し
て
い
た
。
法
要
後
に

は
、
松
井
一
昭
住
職
（
深
津
組
慶
満
寺
）
よ
り
ご
法
話
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

寺
婦

同
朋
社
会
部
会
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ビ
ハ
ー
ラ
集
会

　

１
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）、
親
鸞

聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇

年
慶
讃
法
要
記
念
第
18
回
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
全

国
集
会
が
京
都
・
本
願
寺
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、
基
調
講
演
講
師
・
慶
應
義
塾

大
学
経
済
学
部
教
授
の
井
手
英
策
先
生
よ
り

「
ラ
イ
フ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
〈
希
望
と
責
任
を

分
か
ち
合
う
社
会
〉
へ
の
提
言
」
と
題
し
て

講
義
を
い
た
だ
き
、２
日
目
に
は
、全
12
テ
ー

マ
を
基
に
分
科
会
が
開
か
れ
た
。

　

集
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
日
常
の
中
に
あ
る

ビ
ハ
ー
ラ
の
種
を
見
出
す
」
を
参
加
者
で
共

有
す
る
ご
縁
と
な
っ
た
。

　
　

２
月
（february

）

６
日　

第
34
回
真
宗
講
座

７
日　

矯
正
教
化
広
島
管
区
支
部
研
修
会

　
　
　
（
～
８
日　

備
後
教
堂
）

９
日　

養
成
研　

11
日　

教
堂
常
例
法
座

13
日　

僧
侶
研
修
会
（
御
調
東
組
照
源
寺
）

14
日　

実
践
運
動
事
業
検
討
委
員
会

16
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

20
日　

勤
式
研
修
会

21
日　

門
徒
推
進
員
交
流
会

　
　

   （
尾
道
ふ
れ
あ
い
の
里　

～
22
日
）

26
日　

常
備
会

27
日　

布
教
団
臨
時
総
会

28
日　

し
ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
会
議

　
　

３
月
（M

arch

）

１
日　

組
勤
式
推
進
員
協
議
会

４
日　

組
長
会

５
日　

仏
婦
新
旧
役
員
会

６
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

　
　
　

し
ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
下
見

７
日　

第
４
連
区
教
化
連
絡
協
議
会

８
日　

門
推
世
話
人
会

　
　
　

連
研
履
修
者
の
つ
ど
い

９
日　

ほ
ほ
え
み
講
座

11
日　

教
堂
常
例
法
座

　
　
　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

13
日　

得
度
講
習
会
（
～
14
日
）

15
日　

得
度
考
査

　                        

　
人
権
問
題
現
地
学
習
会

　

１
月
29
日
（
月
）、
人
権
に
つ
い
て
の
様
々
な
問
題
を
考
え
る
た
め
、
学

校
法
人
広
島
朝
鮮
学
園
広
島
朝
鮮
初
中
高
級
学
校
を
訪
ね
人
権
問
題
現
地
学

習
会
を
開
催
し
た
。
12
名
の
参
加
者
は
、各
ク
ラ
ス
の
授
業
を
参
観
し
た
後
、

講
師
よ
り
、
学
校
法
人
広
島
朝
鮮
学
園
の
歴
史
と
現
状
を
踏
ま
え
た
講
義
を

受
け
、
学
校
の
先
生
方
と
意
見
を
交
わ
し
、
実
り
あ
る
学
習
会
と
な
っ
た
。

  

広
島
管
区
支
部
教
誨
師
研
修
会

　

２
月
７
日
（
水
）
～
８
日

（
木
）、
矯
正
教
化
連
盟
広
島

管
区
支
部
教
誨
師
研
修
会
を

備
後
教
区
担
当
に
て
開
催

　
　
　
　
　

 

青
年
布
教
大
会

　

１
月
22
日
（
月
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
、
布
教
団
青
年

布
教
使
の
会
（
山
下
瑞
円
代
表
）

主
催
に
よ
る
布
教
大
会
を
本
願

寺
備
後
教
堂
に
て
開
催
し
た
。

　
《
出
向
者
は
左
記
の
通
り
》

第
一
席
目　
　

福
間　

願　
　

団
員

第
二
席
目　
　

塩
田　

信
成　

団
員

第
三
席
目　
　

金
岡　

恒
宣　

団
員　

ま
と
め
法
話　

田
井　

智
彦
副
団
長

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
教
区
よ
り
教
誨
師
16
名
が

参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
岡
山
保

護
観
察
所
保
護
観
察
官
で
あ
る
金
島
智
之
先
生

に
「
刑
務
所
に
お
け
る
福
祉
支
援
」
と
題
し
て

講
義
を
い
た
だ
い
た
。
２
日
目
は
、
尾
道
刑
務

支
所
・
有
井
構
外
泊
込
作
業
所
を
視
察
し
た
。

真
宗
講
座
　

２
月
６
日
（
火
）、

第
34
回
真
宗
講
座
が

本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
教
区
内
外
僧
侶
・
門

徒
あ
わ
せ
て
28
名
が
参
加
し
た
。
大
阪
教
区
南
郡
組
正
満
寺

前
住
職
・
本
願
寺
派
布
教
使
の
安
方
哲
爾
先
生
よ
り
、『
教

行
信
証
』
信
巻
の
内
容
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

信
巻
の
講
義
は
、
次
年
度
の
第
35
回
（
４
月
22
日
）
及
び

第
36
回
（
10
月
３
日
）
に
も
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

矯
正
教
化

布
教
団

広
報
伝
道
部
会

同
朋
社
会
部
会

ビ
ハ
ー
ラ
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18
日　

蓮
の
実
編
集
委
員
会

21
日　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委

22
日　

教
堂
責
役
総
代
会

25
日　

定
期
教
区
会

26
日　

参
与
会
総
会
聞
法
会

29
日　

し
ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　

教
区
勤
式
研
修
会

　

２
月
20
日
（
火
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
て
勤
式
研
修
会
を
開
催
し
、
教
区

内
僧
侶
寺
族
35
名
が
参
加
し
た
。

　

本
年
度
は
本
願
寺
式
務
部
よ
り
工
藤

惇
昭
会
役
者
に
ご
出
講
い
た
だ
き
、「
お

給
仕
の
心
得
・
作
法
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
な
い
本

願
寺
の
御
堂
で
の
お
給
仕
を
聞
い
た

り
、
一
般
寺
院
に
お
け
る
日
常
の
荘
厳

や
作
法
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
。

　

部
門
別
・
実
践
運
動
研
修
会

　

２
月
27
日
（
火
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
て
、
布
教
団
部
門
別
・
実
践
運
動

研
修
会
を
開
催
し
た
。
実
践
運
動
研
修

で
は
、
元
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
会
長
で
門
徒

推
進
員
の
桜
田
淑
子
先
生
よ
り
「『
ビ

ハ
ー
ラ
活
動
』
～
言
葉
・
ま
な
ざ
し
・

自
然
～
」
と
題
し
、
ご
自
身
の
経
験
か

ら
、
と
も
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
い
た
。

　

部
門
別
研
修
で
は
、
児
童
養
護
施
設

光
明
童
園
の
堀
浄
信
施
設
長
に
お
越
し

い
た
だ
き
、「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

　

  

連
研
履
修
者
の
つ
ど
い

　

３
月
８
日
（
金
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
て
、
中
央
教
修
へ
の
受
講
奨
励
を

目
的
と
し
た
連
研
履
修
者
の
つ
ど
い
を

開
催
し
た
。
ま
ず
３
名
の
門
徒
推
進
員

よ
り
中
央
教
修
の
様
子
や
門
徒
推
進
員

に
登
録
さ
れ
て
か
ら
の
所
属
寺
や
組
・

教
区
で
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ

い
た
。
体
験
発
表
後
は
、
苅
屋
光
影
連

研
中
央
講
師
（
深
津
組
光
行
寺
）
よ
り

中
央
教
修
後
の
門
徒
推
進
員
の
具
体
的

な
役
割
や
願
い
を
明
示
す
る
「
門
徒
推
進
員
と
い
う
生
き
方
」
の
策
定
経
緯
を
説
明
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
連
研
・
こ
れ
か
ら
の
門
徒
推
進
員
に
つ
い
て
、
藤
本
直
樹
門
信
徒
部

会
部
長
（
奥
組
増
福
寺
）
の
座
長
進
行
の
も
と
全
体
会
を
行
っ
た
。

　
　
　

  

ほ
ほ
え
み
講
座

　

３
月
９
日
（
土
）、
仏
教
婦
人
会
連

盟
（
近
藤
映
子
委
員
長
）
主
催
、
若
婦

人
専
門
委
員
会
の
企
画
運
営
に
て
「
ほ

ほ
え
み
講
座
」
を
開
催
し
、
21
名
が
参

加
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
明
け
久
し

ぶ
り
に
午
後
半
日
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
ま
ず
本
願
寺
派
布
教
使
の
山
名
諒

子
師
（
芦
田
組
西
圓
寺
）
よ
り
ご
講
題

「
お
念
仏
に
生
か
さ
れ
て
」
に
て
ご
法

話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
、
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
篠
原
加
緒
里
先
生

よ
り
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
誰
で
も

た
め
に
～
児
童
養
護
施
設

の
現
場
か
ら
～
」
と
題
し
、

宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～

Dāna for W
orld Peace

～

　

―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た

め
に
―
」
を
踏
ま
え
、
現
代

の
子
ど
も
た
ち
が
お
か
れ
て

い
る
現
状
、
ま
た
貧
困
克
服

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
お

話
し
い
た
だ
い
た
。

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
椅
子
ヨ
ガ
を
指
導
い
た
だ

い
た
。

 

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

３
月
28
日
（
木
）、
備
龍
会
主
催
の

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
府
中
市

ア
リ
ー
ナ
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
初
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
雨
天
の
た
め
急
遽
変
更

さ
れ
て
の
大
会
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
若
手
僧
侶
が
多
数
参

加
し
て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

勤
式

布
教
団

門
信
徒
部
会

仏
婦
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発
行
所　

備
後
教
区
教
務
所　
　

〒
７
２
０ｰ

０
０
５
２　

福
山
市
東
町
２
―
４
―
５　
　

●
発
行
人　

教
務
所
長　

岡
嵜　

秀
恵　
　

●
編
集　

教
区
報
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

御
調
東
組　

円
龍
寺

　
　
　
　

池
上　
　

慧 （
釋
慧
珠
）

　
　
　

  　
　

令
和
５
年
10
月
11
日
付

中    　

組　

西
明
寺　

住
職

　
　
　
　

實
相　

寛
信（
12
月
23
日
寂
）

御
調
西
組　

正
明
寺

　
　
　
　

西
村　
　

勝（
１
月
23
日
寂
）

三  

谿  

組　

光
澤
寺　

前
住
職

　
　
　
　

澤
井　

隆
三（
２
月
27
日
寂
）

沼
隈
南
組　

西
光
寺　

前
住
職

　
　
　
　

箱
田　

義
秀（
３
月
22
日
寂
）

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

編
集
後
記

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

　
　
　
　
　
　
　
　

仏
縁
に
遇
う
ご
縁

が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
本
堂
に
参
っ

て
お
聴
聞
し
て
い
た
法
話
も
ネ
ッ
ト
上

に
沢
山
流
れ
て
い
て
、
本
堂
に
行
か
な

く
て
も
お
聴
聞
が
で
き
る
環
境
が
整
い

ま
し
た
。
ま
た
僧
侶
が
実
名
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
す
る
こ
と
も
増
え
、
誰
で
も
気
軽

に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
と
な
り

　
　

４
月
（April

）

３
日　

仏
壮
監
査

８
日　

仏
婦
監
査

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

仏
婦
総
会
・
幹
部
研
修
会

　
　
　
　
　

    （
神
辺
文
化
会
館
）

14
日　

仏
壮
総
会
・
研
修
会

15
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

　
　
　

第
４
連
区
少
年
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
塩
屋
別
院　

～
16
日
）

22
日　

第
35
回
真
宗
講
座

23
日　

布
教
団
団
長
・
副
団
長
会
議

25
日　

仏
婦
総
連
盟
総
会
（
本
願
寺
）

26
日　

寺
婦
若
婦
人
研
修
会

　
　
　
　
　
　

  （
御
調
東
組　

照
源
寺
）

30
日　

組
長
会

　
　

５
月
（M

ay

）

１
日　

門
推
世
話
人
会

８
日　

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
連
盟
連
絡　

  
    　

    

協
議
会
（
山
口
別
院　

～
９
日
）

９
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族

           

青
年
野
球
大
会
（
山
口
教
区
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

14
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

25
日　

第
４
連
区
仏
壮
連
絡
協
議
会

　
　
　

   　
　
　
（
四
州
教
区
～
26
日
）

29
日　

布
教
団
役
員
会

今
後
の
予
定

　

し
ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ

４
月　
「
如
来
本
願
の
真
意
」

　
　

福
山
市
加
茂
町  

照
専
寺　

佐
々
木
至
成

５
月　
「
は
や
く
後
生
の
一
大
事
を
心
に
か
け
て
」

　
　

庄
原
市
高
野
町  

西
教
寺　

藤
井　

義
英

６
月　
「
ど
こ
へ
向
い
て
行
っ
と
る
ん
⁉
」

　
　

福
山
市
沼
隈
町  
光
源
寺　

北
山　

祐
章

  

常
例
法
座      （
毎
月
11
日
）

　
　
　
　
　
　
　

出
講
者(

敬
称
略
）

令和６年度 おつとめ教室 勤式練習会
日  程 13:00 ～ 14:30 15:00 ～ 16:30

第 1 回 4/15( 月 ) 正信偈  草譜 正信偈  草譜
第 2 回 5/14( 火 ) 正信偈  行譜 正信偈  行譜
第 3 回 6/12( 水 ) 〃  和讃六首引 頭発音画讃

第 4 回 7/  4( 木 ) 大師影供作法 三奉請・頂礼文
第 5 回 9/13( 金 ) 大師影供作法 先請伽陀

参加費　各回 500 円　　於　備後教堂

ま
し
た
。「
お
寺
と
御
門
徒
」
と
い

う
関
係
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
は
「
僧

侶
と
個
人
」
と
い
う
関
係
性
の
中
で

仏
縁
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
僧
侶
１
人
が
出
来
る
事
は
僅
か

な
事
で
す
が
、
各
々
が
一
つ
一
つ
の

仏
縁
を
丁
寧
に
紡
い
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。（
Ｅ
．
Ｙ
）

　
　

比  

婆  

組　

妙
延
寺　

様　

　
　

中　
　

組　

西
明
寺　

様

令和６年度の第１～ 5 回の勤式練習会は
　【巡讃許可申請資格試験講習会向け】　　

　

３
月
29
日
（
金
）、
子
ど
も
・
若
者

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
福
間
真
也

委
員
長
）
主
催
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
し
ま
な
み
海
道
70
㎞
を
自
転

車
で
全
走
破
す
る
企
画
と
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沼
隈
西

組
西
明
寺
（
赤
柴
証
悟
住
職
）
で
の
開

会
式
の
後
、
バ
ス
で
今
治
に
向
か
い
、

そ
こ
か
ら
尾
道
ま
で
を
中
学
生
以
上
の

一
般
参
加
42
名
、
及
び
並
走
ス
タ
ッ
フ

含
め
て
50
名
以
上
が
桜
咲
く
な
か
で
海

を
渡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り


